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第7回 森の“聞き書き甲子園”

阿川さんと塩野さんがインタビューのおもしろさを伝授

全国から選ばれた 100 人の高校生たちが“森の名手・名人”に実際に話を聞き、
その技や人となりを「聞き書き」して、次世代に伝えていく

森の“聞き書き甲子園”が今年も始まりました。
その貴重な体験は参加者にとっても忘れられない記憶として刻まれていくことでしょう。
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森
林
が
国
土
面
積
の
七
割
を
占
め
、「
も

り
の
く
に
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
日
本
。
古

く
か
ら
木
と
と
も
に
暮
ら
し
、
森
林
を
大

切
に
し
て
き
た
こ
の
国
で
は
現
在
、
山
村

の
過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
み
、
受
け
継
が

れ
て
き
た
知
恵
や
生
活
技
術
、
生
業
が
失

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
平
成
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
、

全
国
か
ら
高
校
生
た
ち
百
名
が
参
加
す
る

「
森
の
聞
き
書
き
甲
子
園―

Ｆ
Ｏ
Ｘ
Ｆ
Ｉ

Ｒ
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Ｉ
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Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
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」
で
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
若
い
彼
ら
が
〝
森
の

名
手
・
名
人
（
森
林
に
関
わ
る
分
野
に
お

い
て
優
れ
た
技
や
知
見
を
持
っ
て
そ
の
業

を
究
め
、
生
活
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
る

聞
き
書
き
で
名
人
に
触
れ

美
し
い
森
林
を
次
世
代
に

達
人
）〟と
直
接
、コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
て

名
人
た
ち
の
話
を
聞
き
、
文
章
に
ま
と
め

て
後
世
に
残
そ
う
と
い
う
も
の
。
日
本
を

担
っ
て
い
く
世
代
に
森
林
の
今
を
社
会
一

般
の
関
心
事
と
し
て
知
っ
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
想
い
も
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
〝
聞
き
書
き
〟
研
修
会
が
八
月

十
一
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
東
京
都
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
の
開
校
式
で
は

「
名
人
と
真
剣
に
向
き
合
い
、
森
と
人
と

の
つ
き
合
い
方
を
汲
み
取
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
林
野
庁
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
実
際

の
〝
聞
き
書
き
〟
取
材
の
様
子
を
映
し
た

ビ
デ
オ
を
上
映
。
続
い
て
昨
年
、森
の〝
聞

き
書
き
甲
子
園
〟
に
参
加
し
た
卒
業
生
二

人
と
東
京
都
の
臼
づ
く
り
名
人
、
高
橋
泰

一
氏
と
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
集
ま
っ
た
高
校
生
た
ち
も
、
取

材
中
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
電
池
が
切

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
リ
ア
ル
な
体
験
談

や
名
人
の
人
間
味
あ
ふ
れ
る
お
話
に
笑
っ

た
り
、
驚
い
た
り
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
。
テ

レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
作
家
で
名
イ
ン
タ

ビ
ュ
ア
ー
で
あ
る
阿
川
佐
和
子
さ
ん
と
、

作
家
の
塩
野
米
松
さ
ん
と
の
対
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
実
際
に
壇
上
へ
高
校
生
二
組
が

呼
ば
れ
「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
大
事
な
こ
と

は
相
手
を
好
き
に
な
り
、
興
味
を
持
っ
て

み
る
こ
と
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ

れ
、
即
興
で
お
互
い
に
質
問
し
あ
う
楽
し

い
場
面
も
飛
び
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
東
京
都
郊
外
の
研
修
所
に
場

所
を
移
し
て
、
四
日
間
の
研
修
。
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
の
聞
き
書
き
講
習
や
塩
野

米
松
さ
ん
に
よ
る
聞
き
書
き
講
習
、
写
真

撮
影
講
習
、
名
人
の
話
を
聞
く
講
義
、
卒

業
生
に
よ
る
質
疑
応
答
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

出
会
っ
た
ば
か
り
の
高
校
生
た
ち
が
寝

起
き
を
と
も
に
す
る
研
修
で
は
互
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
し
た
が
、

秋
か
ら
は
各
自
が
名
手
・
名
人
た
ち
と
交

流
を
は
か
り
な
が
ら
、
実
際
の
〝
聞
き
書

き
〟
の
作
業
を
始
め
ま
す
。
森
の
聞
き
書

き
甲
子
園
は
高
校
生
に
新
た
な
発
見
や
感

動
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

上：実習では塩野さんが直接、アドバイス
中：真剣な表情で“聞き書き”を行なっている高校生
下：グループごとに講習で学んだことを実践

五嶋みずほさん
静岡県立下田高等学校 2 年

久保育也さん
兵庫県立山崎高等学校 2 年

参
加
高
校
生
の
声

「林業に興味があって、
職人の技術を勉強した
いと思って参加しまし
た。研修所では全国
各地の人たちと友達に
なることができました。
いろんな話が聞けたり、
地域によって話し方が
違うということも知る
ことができました」

「先生にすすめられて
参加したんですけど、
最初はどういったこと
をするのか分からな
かったし、不安でした。
研修所の実践では、話
をすることより聞くこ
との方が難しいという
ことを知りました。大
変だったけど得られた
ものが多かったです」


